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研究フローにおける
抄録・引用データベース「Scopus」の
利用価値
●Scopus作成における基本ポリシー
Scopusは発表当初から、次に掲げる基本ポリシー
を基に開発を行ってきた。
⑴ ユーザー中心デザイン
利用者が初めて画面操作する場合であっても、直感
的に入力箇所や操作手順がわかるようなシンプルなデ
ザインにすること。
⑵ クリック数の最少化
論文フルテキストの表示やダウンロードまでが最少
のクリック数で完結するようなサイト構成にすること。
⑶ 世界最大の収録コンテンツ
影響力の高いコアジャーナルに限定するのではなく、
ニッチな研究領域や欧米以外の地域での発行ジャーナ
ルも精査して広く収集すること。
⑷ ワンストップサービス
研究分野、文献タイプ、出版年等による細分コレク
ション化を避け、どの研究分野やポジションの利用者
であっても、ワンストップサイトで包括的に操作でき
ること。論文情報のみに限らず、研究に必要な他の情
報（特許等）も同時に検索できること。
⑸ 情報スピード
雑誌発行からScopus収録までの時間を最短化し、収
録文献や被引用数のアップデートを毎日実施すること。
Scopusはこれらの基本ポリシーを遵守しながら、
収録文献やユニークな機能を追加してきた。発表当時
では収録文献数は約2500万レコード程度であったが、
2017年2月現在では、6700万レコードまで拡大している。
●研究者の立場からみたScopusの活用
ここでは研究フローにおいて、研究者からの視点と、
研究分析者からの視点、それぞれの立場から利用度の
高い機能の一部を紹介したい。
●Scopus誕生の経緯
エルゼビア社は1580年にオランダ国ライデンにて創
立された長い歴史を持つ学術出版社である。400年以
上に渡り学術雑誌や専門書を出版してきており、ガリ
レオ・ガリレイの著作であるDiscorsi e Dimostrazioni 
Matematiche（邦題：新科学対話）も出版物の一つで
ある。1997年には、サイエンス・ダイレクトという名
称で発行ジャーナルの全電子化を進め、現在の電子
ジャーナルの先駆けとなった。
学術論文コンテンツを膨大に有するエルゼビア社は、
他の出版社の書誌情報も取り入れて新しい抄録・引用
データベースであるScopus（スコーパス）を2004年
に発表した。スコーパスという名称はPhylloscopus 
Collybitaという渡り鳥の名前に由来する。この小さな
鳥は長距離を正確に飛行する優れたナビゲーション能
力を持つことで知られており、膨大な学術情報のなか
から必要な文献に正確に辿り着くデータベースを作り
たいという願いを込めたものである。当時の方針から
もわかる通り、あくまでも利用の目的は研究そのもの
を対象としており、利用者の中心は研究者やレファレ
ンスライブラリアンであった。
この研究業務目的に研究分析（評価）目的が加わっ
てきたのは、Scopusのユニークな機能である「著者
名名寄せ」と「研究機関名名寄せ」が実用化されたこ
とが起点となっている。時を同じくして、大学への運
営交付金や研究資金提供が世界的に厳しい経済状況に
なり、政府や研究資金提供団体は研究の成果と優位性
を示す具体的な数値指標を求めるようになった。その
ため、Scopusは単なる文献検索用途だけではなく、
研究の一般的サイクル、つまり研究フローの全過程に
おいて必須なツールとなっている。
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⑴ 研究関連文献の調査を目的として
Scopusにアクセスすると最初に「文献検索」画面が表
示される。検索画面は非常にシンプルで、検索語を入力
し検索ボタンをクリックするのみである。検索に際して
予め検索範囲（検索場所や出版年など）が決まっている
場合にはこの時点で入力することもできるが、検索結果
の絞り込み機能が充実しているため、筆者としては最初
の検索は広めに検索することを推薦する。
検索結果は「文献検索結果」画面として表示される
（図1参照）。通常は検索結果が多いため「並び替え」
と「絞り込み」作業が必要となるが、Scopusではそ
れらの作業をクリックのみでサポートする仕掛けと機
能が多数用意されている。特に「絞り込み」機能にお
いては内訳表示として、出版年、著者名、研究分野、
出版物タイプ、文献タイプ、キーワード、著者所属機
関、機関所属国、本文言語、各項目それぞれの上位
160位までを表示する。その内訳を確認して絞り込む
ことがクリックのみで行うことができる。特に上位
キーワードでは予想外のキーワードが含まれているこ
とがあり、次に続く検索語のヒントになる場合も多い。
⑵  論文フルテキストのダウンロードを目的として
抄録を確認して関連度が高いと判明した文献は、研
究者としては当然フルテキストまでを読む要求が出て
くる。これまでは対象文献を一つずつクリックしなが
らダウンロードしていたが、Scopusでは必要な文献
を一括して自動ダウンロードする機能が用意されてい
る。通常フルテキストはその機関で購読契約している
雑誌しかダウンロードできないが、近年はオープンア
クセスジャーナル（著者が投稿料を支払うビジネスモ
デルで、読者はフルテキストを自由に閲覧できる）や
エンバーゴジャーナル（発行から一定期間が過ぎたも
のを公開する）など、フルテキストを無料で閲覧でき
るジャーナルが増えている。このため自動ダウンロー
ド機能を使うことにより、予想していた以上に多くの
フルテキストがダウンロードできたケースが頻繁に見
受けられる。
⑶ 文献管理ツールによる管理を目的として
研究に関連度の高い文献は論文執筆の際、特に参
考文献として必要となることが多い。Scopusは気
になった論文の書誌情報を簡単に文献管理ツールへ
エキスポートすることができる。これらの文献リス
トにより参考文献記載時の負担を軽減できる。無 
料 の 文 献
管 理 ツ ー
ル で あ る
Mendeley
は、指定さ
れ た メ ン
バー内で文
献の共有や
コメント追
加も可能で
あるため世
界中でユー
ザー数が増
加している。
⑷ 論文投稿時の候補ジャーナルの検討を目的として
研究者は自身の研究内容や成果の重要性に応じて、
論文を投稿するジャーナルを予め決めていることが多
い。もちろん特定の著名ジャーナルに投稿することを
目的にしている場合もある。しかしながら出版社で業
務している者として、ジャーナルは生き物でありその
評価は常に変動していることを実感している。特に近
年オープンアクセスを中心として新しいジャーナルが
多数発刊されているため、専門分野に詳しい研究者と
いえどもすべての関連ジャーナルの動向を知ることは
困難である。Scopusではジャーナル比較機能として
研究内容の近いジャーナルを視覚的に比較検討するこ
とが可能である（図2参照）。3つのジャーナル指標
（CiteScore、SJR、SNIP）はもちろん、論文数や被引
用数、レビュー論文比率、またそのジャーナルで1回
も引用されなかった論文の割合など、かなり赤裸々な
指標をもって複数ジャーナルの年次変化を比較するこ
とができる。ある研究分野において数年前までトップ
ジャーナルとして認識されていたものが、実は今では
他のジャーナルの後塵を拝している場合もよく見受け
られるため、先入観を取り払って再度投稿ジャーナル
候補の検討を行うことをお勧めする。
●研究分析や研究評価者の立場からみたScopus
の活用
研究フローにおける研究評価作業は、論文のインパ
クトを客観的に分析し、研究の次ステージへの展開を
（出所）  www.scopus.com/search/form.uri
図1　Scopusの「文献検索結果」画面
（出所）  www.scopus.com/source/eval.uri
図2「ジャーナル比較」の画面
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メディアでの報告も短期間に増加することでは同様で
あるが、こちらは研究者による学術界での評価ではな
く、研究者以外も含め広く一般人を対象としている点
が大きく異なる。このような評価指標を学術論文に利
用することには賛否両論があるのだが、研究イノベー
ションや社会還元という側面では今後広く認知されて
いくものと思われる。
⑵ 特定研究者の評価分析を目的として
Scopusに収録された文献のすべての著者には自動
的に著者番号（Author ID）が作成され、同一著者の
文献であると判断されたものはその著者番号にグルー
プ化される、いわゆる著者名名寄せ作業が行われてい
る。この作業は独自の名寄せアルゴリズム（研究分野、
所属機関、住所、共著者、出版年、メールアドレス等
から同一性を判断）によって機械的に行われた後、著
者本人からの修正依頼に基づきマニュアルでもブラッ
シュアップされていく。同一人物である確率が低い場
合にはあえてグループ化しないため、1人の研究者が
複数の著者番号を持つこともある。KAKENデータを
用いた日本人研究者の名寄せ正確性（precision）は
98%以上、再現性（recall）は99%以上であると報告
されている（参考文献①）。このような著者名寄せ機
能を最大限に活用して研究者個人の業績プロファイル
がまとめられており、研究分野、研究業績（文献リス
ト）、総被引用数、共著者やh-indexまで、多様な業績
指標を俯瞰することができる（図4参照）。
⑶ 特定研究機関の評価分析を目的として
著者名名寄せ機能と同様に世界の研究機関名でも名
寄せが行われ、研究機関での発表論文数、共同研究機
関、発表数の多いジャーナルや研究分野などが機関プ
ロファイルとして表示される（図5参照）。研究推進や
研究企画に関する検討では必須なデータだと考えられ
るが、研究機関全体の発表論文数など基本的な数字を
把握している研究機関は思った以上に少ない。
図るために必要不可欠なものである。優れた研究論文
は研究者個人のみならず、その所属機関や研究資金提
供団体にも高い評価をもたらし、研究フローの好循環
を導くことができるからである。論文のインパクトを
数値的に表すものとして被引用数が有名であるが、
Scopusではビッグデータをベースにした多面的な数
値指標を用意している。ちなみに研究者個人の評価指
標としてインパクトファクターが利用されることがあ
るが、インパクトファクターはあくまでもジャーナル
の評価指標であり、研究者個人や研究機関への評価に
用いることは明らかに誤用といえるだろう。
⑴特定論文の評価分析を目的として
各論文の「評価指標の詳細」ページでは下記のよう
な論文評価指標が表示される（図3参照）。
①  被引用数に関するもの：被引用数、FWCI（論
文あたりの平均引用数を分野と世界平均値で正
規化したもの）、被引用ベンチマーク（同出版年、
同分野、同論文種類のなかで被引用数のランキ
ングをパーセンタイルで表したもの）。
②  学術活動に関するもの： 文献管理サービス
（Mendeley とCiteULike）での文献保存数。
③  学術的コメントに関するもの： ブログ、 レ
ビュー、Wikipediaなどで言及された数。
④  マスメディアに関するもの：新聞や雑誌などの
マスメディア媒体（欧米）での紹介数。
⑤  社会的活動に関するもの：Twitter、Facebook、
Google+などの一般的なソーシャルメディアで
の言及数。
これまでのデータベースでは被引用数をベースにし
た指標しか算出できなかった。しかしながら被引用数
は論文発表後から最大値になるまでに2〜5年間の時間
を要するため、新しい論文では経過時間が短く即時的
な評価には適していなかった。これに対し文献管理
サービスへの保管ダウンロード数は論文発表直後に数
字として表れる。またソーシャルネットワークやマス
（出所）  www.scopus.com/record/pubmetrics.uri
図3「評価指標の詳細」画面
（出所）  www.scopus.com/authid/detail.uri
図4「著者詳細」の著者プロファイル画面
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国内では2016年に独立行政法人大学改革支援・学位
授与機構が国立大学の第二期中間目標評価に際して、
Scopusから算出された引用パーセンタイルデータを
評価者のサポート資料に利用している。
⑵ 大学ランキング作成機関の場合
THE社やQS社は世界の大学ランキング作成機関と
して有名であるが、両社ともランキング算出に用いる
研究項目の一部である論文数と被引用数はScopusか
ら提供されている。両社がScopusを選んだ理由は、
世界の大学を公平に評価するためには幅広い地域性と、
すべての学部をカバーする網羅的な研究分野を持つこ
とが必要条件であったためである。
⑶ 研究資金提供機関の場合
研究資金提供機関は資金提供の結果としてどのよう
な研究成果が得られたのか、その費用対効果を分析し
てさらに効果的な資金提供を実施したいと考えている。
そのために研究費受給者は成果をまとめた報告書の提
出が義務となっているのだが、研究資金提供機関では
それらの報告書を基に成果を数値化し費用対効果を定
量化しようとしている。アメリカのNational Science 
Foundation（NSF）やNational Institutes of Health
（NIH）では成果評価の基礎データとしてScopusを活
用している。日本国内では日本学術振興会（JSPS）
や科学技術振興機構（JST）でもScopusを用いた同様
な分析を実施している。
●おわりに
研究者のために開発されたScopusであるが、現在
では研究分析や研究評価を目的とした利用が広がり、
研究フロー全体における世界標準ツールに成長した。
今後は研究の社会的インパクトを測る新たな分析指標
を提案し、より網羅的かつ多面的なデータベースに
なっていくだろう。
（しみず　たけし／エルゼビア・ジャパン株式会社　
リサーチマネジメント）
《参考文献》
①  Kawashima, H.and H. Tomizawa, “Accuracy 
Evaluation of Scopus Author ID Based on the 
Largest Funding Database in Japan,” 
Scientometrics , 103（3）, 2015, pp.1061-1071.
機関名名
寄せの分析
アルゴリズ
ムは、著者
が所属機関
として論文
に記載する
名称のバリエーション（略称や短縮形）および機関沿
革の名称変更情報を予め持っており、著者名名寄せよ
り精度が高いといわれている。当然のことながら著者
が所属機関名を記載しないと反映することはできない。
また医学部を持つ総合大学では、 医学部は別機関
（School of Medicine）として区別されている。
●高等教育評価機関や研究資金提供機関による
Scopusの活用実例
Scopusは発表より13年以上を経て、その収録範囲
の広さと高精度な名寄せ機能が評価され、世界標準の
抄録・引用データとして認められてきた。利用目的の
特殊性に応じてウェブ版のデータベースそのものでは
なく、個々の収録レコード、つまりローデータソース
そのもので分析を行う調査例が増えてきている。ここ
ではScopusデータソースを利用している世界の分析
調査例を紹介したい。
⑴ 高等教育評価機関の実例
イギリスでは大学への運営交付金配分を傾斜配分す
る目的で、2014年にResearch Excellence Framework 
（REF）というプロジェクトが開始された。これは
1986年から2008年までの間に6回に渡りRAEという名
称で行われてきた評価プロジェクトの継承であるが、
REFは「研究成果の質」や「研究の社会へのインパ
クト」を評価要素として導入した点が特徴的であった。
運営交付金を受ける大学はシステムを通じて優れた研
究成果を評価指標と共に報告する必要があり、エルゼ
ビア社はそのシステムのみならず、評価のベンチマー
クとなるコンテクスチャルデータ（引用上位パーセン
タイル）もScopusのデータソースから算出して提供
し て い る。 オ ー ス ト ラ リ ア のARC（Australian 
Research Council） に よ るERA（Excellence in 
Research for Australia）も政府レベルでの大学評価
プログラムであるが、こちらでも同様なベンチマーク
データが提供されている。
研究フローにおける抄録・引用データベ スー「Scopus」の利用価値
（出所）  www.scopus.com/affil/profile.uri
図5「所属機関詳細」の機関プロファイル画面
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